


八
八
Ｈ
、
梅

ヶ
谷
地
蔵
南
西
の
山
が
い
ち
ば
ん
高

く

一
三

一
屑
で
す
。
最
北
は
峠
で
、
そ
こ
か
ら
城

乾

中
学
ま
で
二

・
一　
ｏ
キ
、
東
は
河
間

町
に
接
し
、
そ

こ
か
ら
城
乾
中
学
ま
で

一
・
五
キ
ロ
あ
り
ま
す
。

八
代
の
中
を
船
場
川
が
北
東
か
ら
男
山
の
方

へ
、

大
野
川

Ｔ
Ｈ
は
大
野
谷
川
と
い
っ
た
）
は
北
か
ら
流
れ
、

男
山
の
東
で
船
場
川
に
合
流
し
ま
す
。

巻
末
の
用
水
路
地
図
を
見
る
と
、
ど
の
用
水
路

も
北
東
か
ら
南
西

へ
流
れ
て
い
ま
す
。
八
代
は
南

西
方
向
に
傾
斜
し
た
ご
く
ゆ
る
や
か
な
一扇
状

地
の

メ
ゾ
ン
富
士
才
建
設
地
、
地
質
柱
状
図

地

質
　
名

上
に
あ
り
ま
す
。

７３
Ｐ
の
地
図
を
見
る
と
、
大
昔
は
市
川
が
八
代

を
流
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
八
代
で

も
高
い
建
物
を
建
て
る
た
め
地
下
深
く
掘
る
工
事

が
近
年
お
お
く
な
り
ま
し
た
が
、
た
い
て
い
の
所

は
地
下
は
砂
礫
層
で
、
も
と
河
原
で
あ

っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
上

水
道
の
町
裏
水
源
地

は
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
が
、
水
が
豊
富

な
の
は
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

地
面
の
高
さ

野
里

ｏ
日
吉
神
社
西

さ
く
ら
銀
行
野
里
支
店
前

八
代
本

町
二
丁
Ｈ
川
端

姫
路
短
大
東
南
角

城
乾
中
学
東
南
角

地
形
　
市
街
地
北
半
の
地
表
傾
斜
は
三
五

〇
～
四
〇
〇
分
の

一
で
一扇
状
地
性
低
地
に

近
い
。

地
質
　
姫
路
累
層
群

（姫
路
酸
性
岩
類
）

に
属
す
る
自
亜
紀

（約

一
億
年
前
）
の
岩

石
で
緑
に
乏
し
い
山
肌
。

植
生
　
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
の
二
次
林

を
主
体
と
し
た
も
の
が
多
く
、
本
来
あ
る

べ
き
植
生
の
暖
地
性

常

緑

樹
林
は
極
め

て
少
な

い
。

『姫
路
市
都
市
景
観
策
定
調
査
報
告
書
』
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中の井堰の修理 (昭和30.7矢内 写 )

中のリト41は 八代官 |:才 町、お茶の水橋の北にあったが、今はlL100mに 移されコンクリー ト製になっ

た。ここから分流 した水は八代本町一丁日にあった御用水車 (→88P)を「ilし 、明治には姫路紡績所

の水lliや 、播陽時 i:|‐ 会社の水車を|口 |し た。

船

場

りll

市
川
か
ら
分
か
れ
て
八
代
を
流
れ
る
船
場
川
は

研
雌
川
、
思し
ψ
麻ま
川
、
大
川
、
ま
た

一
説
に
緊
ル

川
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
川
と
は
東
方
の
小

川
に
対
す
る
名
で
明
治
時
代
で
も
、
そ
の
名
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
（↓
１５‐
Ｐ
）。
船
場
川
の
名
に
な

っ

た
の
は
姫
路
城
下
町
が
で
き
、
飾
磨
か
ら
舟
が
上

っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
江
戸
時
代
か
ら
の
こ
と

で
す
。

こ
の
川
の
恵
み
で
八
代
で
も
二
千
年
も
前
か
ら

米
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
く

だ
る
と
と
も
に
、
水
門
や
堤
防
を
作

っ
て
水
を
調

節
し
、
水
車
を
ま
わ
し
た
り
染
物
を
さ
ら
し
た
り
、

舟
も
通
し
て
物
を
運
ぶ
な
ど
、　
い
ろ
い
ろ
に
利
用

し
て
き
ま
し
た
。
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し
た
。
地
図
に
―
線
で
．小
し
た
北
端
に
丼
堰
が
あ

っ
た
の
で
す
。
こ
の
井
堰
と
水
路
は
、
も
と
御
茶

犀
ナ‐‐
内
と
東
光
寺
垣
内
の
人
々
が
修
理
や
管
理
を

し
ま
し
た
。

宅
田
ゆ
　
――
業
高
校
の
末
、
町
裏
井
堰
の
南
十
メ

ー
ト
ル
に
あ
る
宅
川
井
堰
か
ら
船
場
川
の
す
ぐ
西

を
流
れ
、
東
光
寺
町
、
北
八
代

一
丁
目
の
南
半
か

ら
八
代
本

町

一
一丁
＝
へ
行
き
大
野
川
へ
排
水
し
ま

す
。
こ
の
井
堰
も
御
茶
屋
垣
内
と
東
光
寺
垣
内
の

担
当
で
、
水
路
は
折
込
地
図
に
あ
る
Ａ
地
点
ま
で

が
両
垣
内
の
「
カ
ド
ヤ
ク
」
で
し
た
。
「
カ
ド
ヤ
ク
」

と
い
う
の
は
農
民
全
員
が
出
て

「溝
さ
ら
え
」
を

す
る
こ
と
を

い
い
、
農
民
の
義
務
で
し
た
。

Ａ
地
点
か
ら
分
か
れ
て
南
下
す
る
水
は
八
代
本

町
二
丁
目
に
あ

っ
た
北
山
水
車

（↓
１４０
と

を
回
し

て
い
ま
し
た
。

し
も
う
て
み
　
お
茶
の
水
橋
の
す
ぐ
北
に
あ

っ
た

中
の
井
堰
か
ら
分
か
れ
、
御
茶
屋
町
、
本
町
二
丁

目
を
経
て
本
町

一
丁
日
の
間
を
潤
す
水
路
で
す
。

こ
こ
を
通
る
用
水
に
は
、
」ヽれ
ま
で
の
よ
う
に
何
々

ゆ
と
言
う
名
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
内
の
幹
線
水

路
を

「
し
も
う
て
み
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
水
は
自
川
一晨
で
田
靡
水
車
を
回
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
江
戸
時
代
に
御
用
水
車
が
あ

っ
て
菜
種

の
油
絞
り

（↓
器
二

、
明
治
に
は
姫
路
紡
績

（↓
１２７

と

が
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
の
水
■
も
回
し
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
初
期
ま
で
に
は
、
御
茶
犀
町

・
ラ

ッ

キ
ー
パ
ン
の
所
に
松
本
染
工
場
、
少
し
南
に
寺
島

染
工
場
が
あ

っ
て
、
染
め
上
が

っ
た
布
を
こ
の
水

路
に
入
れ
て
さ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

早
森
ゆ
　
伊
伝
ナ
‐‥
‐

．
桑
原
神
社
前
の
早
森
片
堰
か

ら
の
水
で
、
こ
の
水
路
は
ＪＩ‐．
森
井
堰
の
西
百
肝
で

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

井
堰

川

の
水
を

分
流
さ
せ
る
た
め
、
せ
き
止
め

た
所
。
■
は
大
き
な
石
を
推

べ
た
が
、
今

は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な

っ
た
。

ゆ
ぜ
き

片
堰
を
補
修
し
て
分
流
し
や
す
く
す
る
作

業

の
ヽ
ア

一。

▲
　
早
森
井
堰
の
ゆ
ぜ
き
　
昭
三

一
、
七
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「
七
月
に
な

っ
て
田
に
水
を
引
く
時
に
な
る
と
、

ど
の
井
堰
も
補
修
し
ま
す
。
早
森
井
堰
は
い
つ
の

頃
か
ら
か
北
八
代
の
担
当
と
な
り
、
松
の
杭
二
、

三
〇
本
、
土
嚢
二
、
三
〇
を

つ
く
り
、
川
の
中
に

流
さ
れ
て
い
た
石
を
積
み
上
げ
、
杭
を
打

っ
て
止

め
る
作
業
を
し
ま
す
。
北
八
代
は
全
員
と
い
っ
て

も

一
〇
人
ほ
ど
で
す
。
作
業
が
終
わ
る
と
、
そ
の

年
の
当
番
の
門
に
集
ま
り
、
そ
の
家
族
が
用
意
し

て
い
た
御
馳
走
を
食
べ
ま
す
。
ま
ず
酒
で
舌
鼓
を

打
ち
、　
い
り
じ
ゃ
こ
、
酢
の
物

。
ち
く
わ

。
か
ま

ぼ
こ
な
ど
を
箸
で
と

っ
て
、
四
方
山

話

。
時
代
が

変
わ
る
と

ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
も
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に

『
ご
く
ろ
は
ん

で
し
た
』
で
別
れ
ま
す
」
（矢
内
　
澄
）

う
わ
と
い
　
東
光
寺
山
の
山
裾
を
通
り
、
大
歳
神

社
の
石
鳥
居
の
前
か
ら
短
大
の
北
東
方
面
に
流
れ
、

そ
の
辺
り
の
田
を
潤
し
ま
し
た
。

こ
の
水
は
日
吉
神
社
の
北
の
肩
掛
井
堰
か
ら
分

か
れ
、
増
位
川
の
川
底
を
く
ぐ
り
、
軍
人
橋
の
北

詰
め
を
く
ぐ
り
、
広
峰

一
丁
目

含
死
の
城
北
練
兵
場
）

の
南
端
を
直
線
で
西

へ
、
金
山
の
東
方
か
ら
南

へ

折
れ
、
大
野
川
の
川
底
に
並
べ
た
土
管
の
中
を
通

っ
て
く
る
と
い
う
水
筋
で
し
た
。

「大
野
川
の
水
量
が
減
る
と
土
管
が
水
面
に
出

て
く
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
そ
の
上
を
渡

っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
時
々
壊
れ
る
の
で
、

修

繕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

」

（中
山
二
郎
）

こ
の
土
管
の
樋
も
昭
和
四
十
三
年
、
大
野
川
の

改
修
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

以
上
は
八
代
の
田

へ
来
る
船
場
川
か
ら
の
水
路

で
す
が
、
今
い
ち
ど
井
堰
を
北
か
ら
順
に
し
て
整

理
し
な
お
す
と

七
分
三
分
井
堰
　
（西
中
島
・
薬
師
堂
の
横
）
か
ら
の

水
は
雲
松
寺
の
付
近
、
八
代
の
東
部

ヘ

肩
掛
井
堰
　
（野
里
。
日
吉
神
社
の
北
）
か
ら
の
水
は

大
歳
神
社
の
前
か
ら
短
大
の
北
東

ヘ

早
森
井
堰
　

（伊
伝
居
。
桑
原
神
社
の
理

か
ら
の
水

は
工
業
高
校
や
西
高
の
南

へ
の
も
の
と
、
短
大

の
南
方
や
男
山
の
西

へ

町
一異
井
堰
　
（工
業
高
校
の
東
・
伊
伝
居
字
馬
場
先
）
か

ら
の
水
は
町
裏
水
源
地
の
付
近

ヘ

井
堰
と
堰
と
樋
と

井
堰
　
い
せ
き

堰
　
　
い

。
せ
き

。
い
せ
き

三

つ
の
訓
読
み
が
あ
る
。

樋
（
ひ
）
は
水
間
、
ま
た
は
水
を
通
す
た
め

に
作

っ
た
物
。

船
場
川
が
市
川
か
ら
分
か
れ
る
所
を
私
た

ち
は
大
樋
と
い
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
飾

磨
井
堰
と
書
く
。
大
樋
に
あ
る
中
安
繁
次

翁
功
績
碑

（大
正
１１
．年
）
に

「…
飾
磨
郡
保
城
村
有
水
門
目
大
樋
堰
…
」
。

大
正
ご
ろ

「
お
お
ひ
ぜ
き
」
と
い
っ
た
よ

う
だ
。

う
わ
と
い
　
は
北
平
野
か
ら
の
水
も
受
け

て
水
量
は
か
な
り
多
く
、
短
大
の
北
束
の

田
は
日
照
り
が
続
い
て
も
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
宮
前
町
南
部
で
、
早
森
ゆ
の
上
を

石
の
樋
で
越
え
、
大
野
川
の
す
ぐ
西
の
田

も
潤
し
ま
し
た
。
余
水
は
南
方

へ
流
れ
、

そ
の
方
面
の
田
に
入
り
ま
し
た
。

（渡
辺
猛
雄
）
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八
代
は
全
国
に
今
　
八
代
と
は
不
思
議
な
地
名
で

ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
　
す
。
私
た
ち
の
八
代
の
ほ
か

に
も
八
代
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
全

国
に
あ
る
八
代
を
ひ
ろ
い
だ
し
、　
い
つ
ご
ろ
か
ら

そ
の
名
が
つ
い
た
か
、
そ
の
い
わ
れ
は
ど
う
か
、

な
ど
を
し
ら
べ
ま
し
た
。
す
る
と
神
社
に
由
来
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
も
、
か
な
り
あ
る
こ
と
が
分
か

り

ま

し

た

。

次
に
八
代
が
行
政
地
名
（役
所
が
き
め
て
い
る
地
名
）

に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
を
あ
げ
ま
し
た
。
八

代
を
や
し
ろ
と
読
む
と
こ
ろ
だ
け
を
あ
げ
、
や
つ

し
ろ
、
や
じ
ろ
と
読
ん
だ
り
、
社
　
矢
代
　
屋
代

の
字
を
書
く
と
こ
ろ
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。

以
下

『角
川
日
本
地
名
辞
典
』
よ
り
。

［行
政
地
名
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［由
来
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［位
置
］

茨
城
県

竜
ヶ
崎
市

八
代
町
　
　
鎌
倉
期
は
社
村

江
戸
期
は
八
代
村

地
名
は
稲
敷
神
社
に
由
来

昭
二
九
よ
り
竜
ヶ
崎
市
八
代
町
　
稲
敷
台
地
の
南
部

市
街
の
北
東
方

茨
城
県

行
方
郡

牛
堀
町

八
代
　
　
平
安
期
は
八
代
郷

戦
同
期
は
屋
代

明
二
三
～
昭
三
〇
は
八
代
村

昭
三
〇
よ
り
牛
堀
町
八
代
　
利
根
川
北
岸

霞
ヶ
浦
の
湖
尻

富
山
県

氷
見
市

八
代
　
　
鎌
倉
期
は
八
代
保

室
町
期
は
八
代
荘

阿
尾
川
上
流
の
谷
だ
に
に
ま
た
が
り
、
全
村
山
地

昭
二
七
よ
り
氷
見
市
八
代

市
街
の
北
五
キ
ロ

岐
阜
県

岐
阜
市

八
代
　
　
近
世
か
ら
の
集
落
名

住
宅
地

畑
、
水
田
が
残
る

昭
四
九
よ
り
岐
阜
市
八
代
　
市
の
北
部

愛
知
県

名
古
屋
市

北
区

八
代
町
　
　
織
国
家
の
家
老
平
手
氏
は
八
代
政
秀
で
絶
え
た
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る

も
と
北
区
西
志
賀
町

。
光
音
寺
町
の
各

一
部

昭
二
九
よ
り
名
古

屋
市
北
区
八
代
町

城
の
北
東

京
都
府

京
都
市

山
科
区

東
野
八
代
　
　
昭
六
年
か
ら
の
町
名

西
に
竹
田
川
が
南
流

も
と
は
山
科
町
東
野
字
八
代
　
盆
地
の
中
央
部

京
都
府

綾
都
市

八
代
町
　
　
昭
二
八
か
ら
現
在
の
町
名

も
と
は
綾
部
市
奥
黒
谷

町
名
は
鎮
守
八
代
神
社
に
ち
な
む
　
市
街
の
北
東
二
〇
キ
ロ

上
林
川
の
上
流

兵
庫
県

城
崎
郡

日
高
町

八
代
　
　
中
世
は
八
代
荘
と
八
代
郷

明
三
二
に
八
代
村
の
大
字
と
な
る

昭
三
〇
よ
り
城
崎
郡
日
高
町
八
代
　
山
陰
本
線
国
府
駅
西
四
キ
ロ

兵
庫
県

朝
来
郡

朝
来
町

八
代
　
　
口
八
代

。
中
八
代

。
奥
八
代
か
ら
な
る

地
名
は
社
の
意
で
、
式
内
社
足
鹿
神
社
の
間
前
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

江
戸
期
～
明

三
二
は
八
代
村

昭
二
九
よ
り
朝
来
郡
朝
来
町
八
代
　
播
但
線
新
井
駅
南
西

兵
庫
県

姫
路
市

八
代
　
　
戦
国
期
に
は
八
代
村

江
戸
期
～
明

一
四
頃
ま
で
は
南
八
代
村
と
北
八
代
村

明

一
五
頃
合
併
し
て
八
代
村

大

一
四
、
四
、
一
か
ら
姫
路
市
八
代
　
城

の
北
～
北
西
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